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いよいよ卒業式を迎えます。心を込めて本校からの巣立ちをお祝いしよう 

専門を生かして寒い中で枝打ち整備 
 ―１年３組演習林実習－ 

 ２月２５日（木）農業科１年生のクリーン作

戦が行われました。阿久川沿いの道を３クラス

の生徒たちが各自袋や道具を持って実施しま

した。女子の多い農業科だけに、生徒たちは、

初めてのクリーン作戦でしたが、友だちと協力

し元気に明るく作業をしていました。道脇には

春の花も咲き始め、サクラの芽も少しだけ膨ら

み始めています。春はもう間近です。 

 

２月３日（水）延期になっていた１年３組の演習林実習が行われました。寒風の中、緑地計画科１年生の元気な生

徒たちは、専門の技術を生かした枝打ちの実習を本格的に行い、専門学習の成果を山林保全に役立てていました。 

 お昼は他のクラスと同様に、クラスの調理係が腕によりをかけて作った自慢の手作り焼きそばです。生徒たちは、

明るい歓声を上げながら、汗を流した後の美味しさいっぱいの焼きそばを食べました。 

 今年の演習林は、従来の農業科１、２年に加え、工業科１年も加わり、例年になく９クラスの生徒が入りました。

自然や山林の中で１日過ごし、整備や保全管理を体験し、クラス全員で賄いの食事をとるなど、普段学校ではできな

い貴重な学習ができます。今後は、調査研究や地域活性化の方法として演習林の活用も考えられます。是非生徒の皆

さんからも面白いわくわくアイデアを出してみてください。 

 

  

 

 

 

 

耐震
工事 旧専攻科棟　１２月中旬～３月

畜産管理棟　１月～５月

1 火 頭髪服装指導
2 水 頭髪服装再指導　教室整備
3 木 同窓会入会式
4 金 入学許可候補者発表（9:00）　卒業式予行
5 土 第１０回卒業証書授与式
6 日
7 月
8 火 １，２学年学年末考査①
9 水 １，２学年学年末考査②

10 木 １，２学年学年末考査③
11 金 １，２学年学年末考査④
12 土
13 日
14 月 卒業生を囲む会　インターンシップ報告会①②　学校生活アンケート

15 火 答案返却①
16 水 答案返却②
17 木 入学許可候補者説明会　
18 金 大掃除　２年教室移動・整備　学年集会（２年）　DV講演（１年）

19 土
20 日
21 月 春分の日
22 火 教室移動・整備（１年）　２年進路説明会
23 水 学年集会（１年）
24 木 １，２年賞状伝達
25 金 終業式　ＬＨＲ　安全の日
26 土 春季休業　～４／５
27 日
28 月
29 火
30 水
31 木

3月 　弥生　　時候挨拶　春分　早春　春暖　　春色　　　　　

スクールカウンセラー来校日 

直接予約もできます。9:45～16:45 

  ３/３（木）３／１０（木）３／１７（木） 

 

植物と動物の社会教育施設を見学 

－生産技術科学科見学－ 

 １月２０日（水）生産技術科２年生４０名が、

千葉市の関連施設を見学してきました。 

場所は、三陽メディアフラワーミュージアム（旧

千葉市花の美術館）（千葉市美浜区）と千葉市動

物公園（千葉市若葉区）といずれも千葉市の植

物、動物の展示や普及に関する社会教育施設で

す。三陽メディアフラワーミュージアムでは、

花壇や草花の装飾技術や視覚効果など、草花栽

培と装飾の意義を理解させ、千葉市動物公園で

は、主に、キャリア教育の一環として、飼育員

の仕事を理解させて、専門分野への学習意欲を

高めていくことを目的としています。 

真冬の学科見学で、寒さ厳しい日でしたが、

生徒たちは真剣な表情で説明役の職員の方の説

明を聴いていました。 

 

季節を彩るフラワーアレンジ（昇降口） 

http://cms2.chiba-c.ed.jp/mobarasyouyou/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

農業のリーダー育成を目指して 
－千葉県学校農業クラブ連盟リーダー研修会－ 

 ２月１８日（木）、１９日（金）、千葉県学校農業クラブ連盟リーダー研修会が１泊２日の日程で、千葉県立東

金青年の家で実施され、県内の農業関係高校から生徒、職員約１５０名が参加しました。本校から単位クラブ（単

位クラブとは、学校における農業クラブ組織の総称）会長の板倉智貴さん（生産技術科２年）を始め１１名の農

業クラブ新役員と顧問の職員４名が参加、県内１４校の農業クラブ役員とともに、１泊２日の宿泊研修を行いま

した。 

 他の生徒と意見交換を行い、連盟行事を理解し、農業クラブ活動の推進を目的としており、夏の研究発表大会

や各種競技だけでなく、各学校における農業クラブ活動を活発にし、クラブ員（農業を学ぶ生徒の総称）の専門

的な資質を向上させていくことが大きな趣旨となっています。 

 本校の齊藤郁夫校長先生も、運営責任校の校長として開・閉会式に出席されただけでなく、緑地計画科相澤明

彦先生も長年農業クラブ活動に携わり、研究活動も実践されていた経験をもとに、「今こそ農業クラブ活動を」と

いう演題で講演を行いました。 

 今回は、本校がリーダー研修会の運営責任校です。農業クラブ役員たちは、一般の参加者としてではなく、運

営側としてさまざまな役割を担いました。平成２９年度は、本校が千葉県学校農業クラブ連盟事務局校となり、

県内の高校や農業クラブ活動の一切を取りまとめることになります。今の１年生の育成はとても重要になってき

ます。 

 平成２７年度農業クラブ役員は下表のとおりです。 

会 長 板倉智貴（２－１） 

副会長 上平桃子（２－１）  

副会長 小倉美奈（２－２） 

議 長 鈴木奏美（２－１）  

議 長 五十嵐裕太（１－３） 

書 記 鈴木まどか（２－２） 

書 記 押田結有（１－１） 

会 計 木島裕紀（２－１）  

会 計 神崎晃汰（１－１） 

会計監査 佐藤隆馬（２－３） 

会計監査 久我湧登（１－２）  

引率職員 野口、南雲、鎌形、河内 

 

音楽１年生発表 ２月２５日

（木）から、１年音楽選択生徒の発表

週間が始まりました。１年間の集大成

として、自分たちで好きな曲を演奏や

合唱、独唱などで表現します。例年校

内公開となっているこの授業は、今年

度３回目となります。一所懸命練習し

てきた曲を仲間といっしょに演奏する

姿は、生徒、職員とも心を打つものが

あります。 

 

 

 

 

 

選挙の大切さを学ぶ－３年生主権者教育― 

  １月２８日（木）に、茂原市選挙管理委員会の方々を講師に迎え、３年生を対象に「主権者教育」を実施し

ました。 

 昨年、７０年振りに公職選挙法が改正され選挙年齢が満１８歳以上に引き下げられ、今年の６月以降の国政選

挙の公示日以降に施行されます。そして、夏の参議院選挙からの摘要が見込まれています。 

 今年、卒業後に選挙権を獲得する現３年生は、これまで、「公民」等の授業を通して、選挙の意義や役割、さら

に政治に関する様々な内容を学習してきました。しかし、身に付いた知識をどのように実践し生かして、有権者

として積極的に政治に参加することがなぜ重要なのかを考えさせるため、この度、茂原市が行っている出前講座

事業を活用させていただきました。 

 当日は、１時間２０分の講義でしたが、事前の生徒アンケートに基づいた「選挙に対しての不安・疑問」等に

ついて具体的に答えていただき、さらに、選挙の意義や投票の仕方などパワーポイントを使いながら詳しい説明

をしていただきました。 

 ３年生のアンケート結果では、この講座の実施前後では、「選挙に行く。」「行くつもりである。」の回答が４１％

から６０％へと大幅な増加、逆に「行かない」「行かないつもり」が１９％から８％への減少となり、明確な効果

があったことがうかがえました。 

 現１，２年生も引き続き、授業や講座等をとおして、主権者教育を実施していく予定です。 

 


